
2007年出上の木簡

へ
い
あ
ん
き
ょ
う

京
都

・
平
安

京

跡
左
京
三
条
四
坊
十
町

・鳥
丸
御
池
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一承
都
市
中
京
区
御
池
通
富
小
路
西
入
る
東
人
幡
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
入
月
１
二
〇
〇
四
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
④
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
上
村
和
直

・
小
檜
山

一
良

。
大
立
目

一
・
尾
藤
徳
行

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
鴨
川
が
形
成
し
た
北
か
ら
南
に
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
微
高
地
上

に
立
地
し
、
縄
文
時
代
―
飛
鳥
時
代
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
鳥
丸
御
池
遺
跡
に
含

ま
れ
る
。
平
安
京
の
条
坊
で
は

左
京
三
条
四
坊
十
町
に
あ
た
り
、

＞

調
査
の
結
果
、
当
地
が
平
安
京

南

造
営
後
ま
も
な
い
頃
か
ら
、
利

練
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
つた
。

一爪部．
鎌
倉
時
代
に属
す
る遺
構
及
び

靴
遺
物
は数
多
く
検
出
さ
れ
て
お

郡
り
、
当
地
が
こ
の時
期
に活
発

に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が

え

る
。

京
都
の
町
が
上
京
と
下
京
に
二
極
分
化
す
る
戦
国
時
代
の
当
地
は
、
下
京
の

町
組
の
北
東
縁
辺
部
に
あ
た
り
、
中
心
部
か
ら
は
ず
れ
た
地
点
に
位
置
し
て
お

り
、　
三
ハ
世
紀
の
遺
構
分
布
密
度
が
極
端
に
低
下
す
る
。
天
正
以
降
、
町
割
り

が
短
冊
形
に
造
り
替
え
ら
れ
、
東
を
富
小
路
通
、
西
を
柳
馬
場
通
、
南
を
御
池

通
、
北
を
押
小
路
通
に
画
さ
れ
た
街
区
と
な
り
、
江
戸
時
代
前
期
に
な
る
と
、

遺
構

。
遺
物
と
も
に
急
増
し
て
い
く
。

江
戸
時
代
前
期
の
遺
構
と
し
て
、
柳
馬
場
通
や
御
池
通
に
面
し
て
立
ち
並
ぶ

石
垣
や
塀
に
よ
り
区
画
さ
れ
た
町
屋
を
検
出
し
た
。
そ
の
中
に
は
多
数
の
井
戸

や
石
室
、
真
鍮
製
造
工
房
や
廃
棄
土
坑
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
中

期
に
入
る
と
真
鍮
工
房
の
操
業
は
停
止
し
、
廃
棄
土
坑
も
埋
め
立
て
ら
れ
、
町

屋
の
区
画
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
四
つ
の
通
り
で
区
画
さ
れ
た
街
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
存
在
し
て
い
る
大
型

の
廃
棄
土
坑
三
二
人
は
、
南
北

一
〇
ｍ
以
上
東
西
二
七
ｍ
深
さ
約

一
ｍ
で
、
底

部
に
は
凹
凸
が
み
ら
れ
る
。
南
側
の
真
鍮
工
房
か
ら
の
廃
棄
物
が
最
も
多
い
が
、

周
囲
か
ら
も
各
種
の
廃
棄
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
廃
棄
さ
れ
た
も
の

に
は
、
真
鍮
工
房
関
係
で
は
対
鋼

。
取
瓶

・
炉
壁

・
灰

・
ス
ラ
グ
な
ど
が
あ
る
。

他
に
は
、
土
器
類
や
輸
入
品
を
含
む
陶
磁
器
類
が
あ
る
。
ま
た
、
木
製
品

。
漆

容
器

。
樟
葎

・
骨
製
品
な
ど
の
各
種
工
芸
品
製
造
に
関
連
す
る
も
の
も
出
土
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
中
に
軟
質
施
釉
陶
器
と
素
焼
き
陶
片
な
ど
、
当
地
で

の
陶
器
製
造
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
遺
物
も
含
ま
れ
る
。



出
土
し
た
木
製
品
は
多
種
多
彩
で
、
箸

。
し
ゃ
も
じ

・
漆
器
椀

・
盤

・
折

敷

・
曲
物

・
釣
瓶

・
各
種
の
荷
札

・
題
鎖

・
櫛

。
独
楽

。
羽
子
板

・
小
舟

。
人

形
頭
部

・
下
駄

。
ヘ
ラ

。
刷
毛
の
柄
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
茶
斃

・
団
扇
の
骨

な
ど
の
竹
製
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。
共
伴
す
る
土
師
器
皿
は
、
京
都
�
期
中
―

新
段
階

（
一
七
世
紀
中
葉
）
に
あ
た
る
。

木
簡
は
、
廃
棄
土
坑
三
二
人
か
ら
六
点
、
工
房
下
層
の
上
坑
二
三
五
四
か
ら

一
点
、
土
坑
八
七
か
ら

一
点
、
計
人
点
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

土
坑
三
二
人

〔Ｗ
　
　
　
「
／く
＞・
人
・
れ
　
揃
解
弘
る
狂
悧
」
略
Ｈ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
Ｐじ
×
］］
×
Φ　
ｏ∞∞

②
　
。
「
＜
　

六
月
十

一
日

鮨
翌
τ
涌
卸　
　
　
与
一釘
僑
斜
鮒
Ⅲ
」

。
「
＜
□
□
□
□
□

□
□
や
　
一
一郎
兵
衛
殿
」
　

　

　

　

　

μ］泉
］粟
∞
ｏ出

③
　
。
「　
　
　
　
日
日
―十
日
□
左
衛
門

九
郎
右
衛
門
七
ノ
割

一

名
九
月
十
八
日

〔屋
力
〕　
　
　
〔徳
力
〕
　

〔蔵
力
〕

小
□
□
　
　
　
□
　
　
　
□

い

　

「
＜
御
ち
の
人
さ
ま

御
き
く
さ
ま
×

〔合
力
〕

⑤
　
　
「
大
坂
わ
ん
や
」

土
坑
二
三
五
四〔村
力
〕

⑭

　

「
＜
□
林
太
」

土
坑
八
七

０
　
　
「□
□
」

□n
□宗

⑤
　
。
「□
□
□
□
ｏ
　
徳
久
□
□
」

。
「
　
　
　
　
ｏ
　
や
や
　
　
」

カ

０
は
上
端
と
両
側
面
は
ケ
ズ
リ
調
整
。
下
方
に
向
か
っ
て
僅
か
に
幅
を
広
げ

分
」
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Ｐ



2007年 出上の木簡

て
い
る
。
下
端
は
僅
か
に
欠
損
す
る
。
「初
谷
」
は

「助
吉
」
の
可
能
性
も
あ

之や
。②

は
上
端
と
両
側
面
は
ケ
ズ
リ
調
整
。

③
は
上
端
と
両
側
面
は
ケ
ズ
リ
調
整
。
表
面
は
九
太
材
の
外
側
を
利
用
し
て

い
る
た
め
、
中
央
部
が
厚
く
両
端
部
に
か
け
て
薄
く
な
る
。
裏
面
は
平
坦
に
加

工
さ
れ
て
い
る
。

い
は
上
端
と
両
側
面
は
ケ
ズ
リ
調
整
。
下
部
は
久
損
す
る
。
下
方
に
向
か
っ

て
僅
か
に
幅
を
広
げ
て
い
る
。

働
は
上
下
両
端
を
九
く
す
る
。
表
面
上
端
部
を
薄
く
削
る
。
両
側
面
は
ケ
ズ

リ
調
整
。
表
面
中
央
部
の
一
文
字
の
下
半
部
が
穿
孔
に
よ
り
失
わ
れ
る
。

０
は
用
途
不
明
の
木
製
品
と
み
ら
れ
る
。
上
下
両
端
と
左
右
両
辺
は
ケ
ズ
リ

調
整
。
上
部
に
焼
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
上
部
六
釦
と
下
部
五
伽
ほ
ど
の
範
囲

が
焦
げ
る
。
上
端
か
ら
九
伽
と

一
四
師
の
位
置
に
直
径
五
ｍｍ
の
小
穴
を
穿
つ
。

０
は
上
下
端
と
両
側
面
は
ケ
ズ
リ
調
整
。
上
端
は
や
や
尖
る
。

③
は
短
冊
型
。
上
下
端
と
両
側
面
は
ケ
ズ
リ
調
整
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
大
学
の
西
山
良
平
氏
、
京
都
橘

大
学
の
有
坂
道
子
氏
、
滋
賀
県
立
大
学
の
東
幸
代
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

上
村
和
直

・
小
檜
山

一
良

『平
安
京
左
京
三
条
四
坊
十
町
跡
』
（京
都
市
埋
蔵

文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
概
報
二
〇
〇
四
十

一
〇
、
側
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
〇
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
檜
山
一
良
）
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(4)

に
悦
‰
‰




